
二
一
四

(
ボ
)
横
波
の
振
動
角
の
観
測

振
動
品
川
も
最
初
C
2
]
宮
山
口
に
依
っ
て
、
後
に

C
E
g
r
2ぬ

に
依
っ
て
観
測
3
れ
た
。
其
の
結
果
は
震
央
距
離
が
小
芯

い
時
は
と
の
振
動
角
は
大
き
く
ぎ
。
叉
は
l
ぎ
。
に
近
づ
く
。
併
し
震
央
距
離
が
怠
c
c
粁
以
上
に
な
っ
て
行
く
と
普
通
可
成

小
苫
く
な
っ
て
行
く
。
そ
し
て
横
波
の
振
動
は
殆
ん
ど
縦
波
ξ
同
じ
面
に
於
い
て
起
名
様
に
な
る
と
観
測
3
れ
る
。
振
動

角
も
入
射
免
同
様
に
主
ハ
の
観
測
所
の
地
表
の
地
質
構
造
に
依
b
大
い
に
影
響
を
受
け
る
の
で
、
其
れ
故
理
論
か
ら
出
る
結

果
と
一
致
す
る
様
に
期
待
し
難
い
の
は
勿
論
の
事
で
あ
る
。
ハ
未
完
)

柔量

幸R

O
地
方
測
候
所
地
震
観
測
新
設
備

図
庫
補
助
に
よ
る
帥
震
観
測
設
備
援
張
の
魚
め
左
記
測
候
所
は
夫
々
グ
ヰ
へ

Y

ト
式

水
平
及
上
下
動
地
震
計
、
大
森
式
地
動
計
同
筒
軍
微
動
計
向
張
震
計
を
据
付
観
測
を
開
始
せ
ら
、

一
、
演
回
測
候
所
は
五
月
十
日
本
墓
よ

b
図
富
技
師
鷺
坂
技
手
出
張
し
其
据
付
を
了
し
観
測
を
開
始
せ
ら
、

一
、
沼
注
測
候
所
及
び
})

五
月
二
十
一
日
和
遼
技
師
佐
藤
投
手
出
張
し
据
付
を
了
し
観
測
を
開
始
せ
り
、

一
、
愛
知
腕
測
候
所



一
、
長
崎
測
候
所
及
び
})

は
六
月
中
旬
本
蚕
よ
λ

リ
園
富
技
師
石
川
技
手
出
張
の
上
振
付
を
了
し
其
観
測
を
開
始
せ
り
、

一
、
宮
崎
測
候
所

一
、
高
知
測
候
所
は
六
月
二
十
五
日
和
蓬
技
師
鷺
援
投
手
出
張
据
付
を
了
し
観
測
を
開
始
せ
り
、

一
、
石
巻
測
候
所
仙
牽
出
張
所
は
蕗
舎
新
築
成
り
て
八
月
十
二
日
本
牽
の
園
富
技
師
佐
藤
投
手
出
張
し
据
付
を
了
し
観

測
を
開
始
せ

b
、

一
、
本
牽
附
属
布
良
測
候
所
は
新
藤
合
成
り
九
月
十
一
日
園
富
技
師
に
よ

b
据
付
を
完
了
し
観
測
を
開
始
せ

b

一
、
秋
田
測
候
所
は
十
月
十
五
日
本
牽
よ
り
の
図
富
技
師
鷺
援
投
手
に
よ
り
据
付
を
了
し
観
測
を
開
始
せ

b
。

O
ア
リ
ユ

l
シ
ャ
ン
列
島
北
部
(
鶴
一
一
一
定
蹴
…
ヨ
紛
)
回
。
ぬ
色
。
己
己
主
噴
火
貴
見
報
告
日
本
郵
船
株
式
命
日
社
報

日
本
郵
般
舎
一
耽
汽
船
積
演
丸
大
正
十
五
年
八
月
十
二
日
午
後
五
時
十
分
グ
ヰ
グ
ト
η
ノ
ア
港
を
殺
し
横
演
に
向
け
航
行
中

間
十
八
日
午
前
三
時
二
十
四
分

g
z
p
w
E
F♀
ο
r
c喝
を
訟
。
距
離
五
・
八
浬
に
遁
過
し
白
A
T
海
に
入
る
正
午
天
測
に

依
b
北
緯
五
四
度
十
一
分
西
経
一
六
七
度
三
三
分
を
得
針
路

島
を

ω
起
。
に
認
U
、
零
時
五
十
分
頃
該
島
の
南
東
方
の
水
卒
線
上
よ
b
深
々
と
し
て
奔
騰
す
る
雲
の
如
〈
姻
の
如
き
も
の

凶

S
。
に
績
航
、
同
日
午
後
0
時
四
四
分
回
。
肉
色
。
片
岡
品
北

あ
A

リ
空
中
高
く
問
弁
b
其
位
以
火
山
又
は
海
中
火
山
の
噴
火
せ
る
も
の
、
如
し
、
一
時

O
分
北
島
出
品
。
距
離
約
一
三
湿
の
地
に

達
し
向
島
附
近
に
起
れ
る
一
大
噴
火
な
る
を
知
る
、
一
時
十
五
分
北
島
以
南
は
一
面
の
白
畑
を
以
て
掩
は
れ
南
島
見
へ
ず

而
し
て
北
島
の
水
際
よ
9
出
で
奔
騰
す
る
白
畑
の
中
に
時
々
猛
烈
な
る
爆
援
を
認
め
し
を
以
て

出
品
。
∞
]
色
]
[
白
附
近
海
中

ニ一五
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二
一
六

の
噴
火
叉
は
南
島
の
爆
裂
な
ら
ん
か
と
疑
へ
り
、

一
時
二
十
八
分
噴
火
地
賂
を
知
る
可
く
北
島
右
ω
d
距
離
約
一

O
浬
の

地
貼
よ
'
り

出
ω。
に
轄
針
す
、

一
時
三
十
分
猿
烈
-
な
る
爆
殺
を
認

U
而
し
て
之
を
以
て
終
泊
帰
せ
る
も
の
、
知
し
、
や
が
て

白
煙
中
よ
ら
南
島
の
二
峯
角
を
認

U
而
し
て
徐
々
に
会
島
現
は
る
二
時
十
五
分
北
島
H
U
H
d

距
離
約
四
浬
の
地
貼
に
至
hp

南
島
の
北
一
品
低
地
よ

o
白
畑
の
上
昇
し
っ
、
あ
る
事
寅
よ
A

リ
同
地
黙
を
噴
火
口
と
推
定
す
之
よ

b
ω
8
0
に
轄
針
珠
定
航

路
に
出
ず
。

爆
後
の
朕
況

爆
殺
す
る
や
上
昇
す
る
白
畑
の
上
に
真
黒
な
る
一
大
鋸
山
の
峯
(
高
ヨ
三

0
0
0
沢
位
以
を
現
は
し
瞬
時
に
し
て
飛
散
其
形

約
毎
二
分
宇
乃
至
三
分
に
爆
殺
し
一
時
よ
り
一
時
三
十
分
に
至
る
間
約
十
同
の
爆
援
を
見
る
而
し
て
共

を
矢
ふ
、
放
況
頗
る
舵
観
を
根
む
、
天
候
は
巽
西
の
和
風
に
し
て
曇
天
、
水
平
線
附
近
多
少
の
深
気
あ
ら
午
後
二
時
四
十

分
無
電
に
て
之
を

2
・
巧
言
】
H
Z
無
線
電
信
局
及
各
艦
般
へ
通
報
せ
'
り
。
(
九
月
二
日
附
報
)


